
5

３
８
９
世
帯
で
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
低
所
得
、
要

保
護
者
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者
、
人
身
取
引
被
害
者
等
の
生

計
困
難
者
で
す
。
一
定
の
基
準
で

無
料
ま
た
は
低
額
な
料
金
に
な
り

ま
す
。

答

平
松
町
長

　
こ
の
事
業
は
、
社
会
福
祉
法
第

２
条
第
３
項
第
９
号「
生
活
困
窮
者

の
た
め
に
無
料
ま
た
は
低
額
料
金

で
病
気
の
診
療
を
行

う
事
業
」の
規
定
に
基

づ
き
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
、
適
切
な

医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
な
ど

に
対
し
診
療
を
行
う

も
の
で
、
医
療
機
関

が
独
自
に
行
う
事
業

で
す
。
ま
た
、
対
象

者
の
生
活
が
改
善
さ

れ
る
ま
で
の
一
時
的
な

　
み
な
さ
ん
は
、
保
険
証
が
な
く

て
も
診
て
く
れ
る
病
院
が
あ
る
事

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
お
金
が
な

く
、
保
険
証
が
な
く
て
も
ま
ず
命

を
救
う
医
療
に
つ
な
が
る
た
め
の

入
り
口
、
無
料
低
額
診
療
事
業
を

し
て
い
る
病
院
で
す
。

　
本
町
は
平
成
30

年
６
月
１
日

現
在
で
、
国
保
３
，
６
９
４
世

帯
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
た
め
滞

納
４
９
５
世
帯
、
短
期
保
険
証

問

医

療

児玉 求  議員

一/般/質/問

どげんなっとうと？

医
療
機
関
の
独
自
事
業
で

　
糟
屋
郡
７
町
で
は
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
を
入
院
費
は
中
学
３
年

生
ま
で
（
窓
口
負
担
あ
り
）
し
て
い

る
。
古
賀
市
は
入
院
費
を
18

歳
ま

で
（
窓
口
負
担
あ
り
）
し
、
平
成
28

年
10

月
１
日
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
助
成
内
容
に
違
い
が
あ

り
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
等
し

い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
国
の

制
度
創
設
が
急
が
れ
る
。

　
入
通
院
と
も
に
無
料
化
が
中
学

３
年
生
ま
で
と
い
う
自
治
体
が
全

国
の
９
割
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

糟
屋
地
区
市
町
長
協
議
会
、
粕
屋

医
師
会
等
で
協
議
さ
れ
、
ぜ
ひ
実

現
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

答

平
松
町
長

　
入
通
院
と
も
無
料
化
が
中
学
３

年
生
ま
で
と
い
う
自
治
体
が
全
国

の
９
割
と
い
う
の
は
、
段
階
的
に

公
費
助
成
を
し
て
い
る
市
町
村
数

で
あ
り
、
完
全
無
料
化
で
は
な
く
、

所
得
制
限
や
自
己
負
担
が
あ
る
と

こ
ろ
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
子
ど
も
の
医
療
費
に

つ
い
て
は
、
糟
屋
地
区
市
町
長
協

議
会
等
で
協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問 医

療
今
後
も
協
議

措
置
で
す
。

　
須
恵
町
で
は
、
生
活
困
窮
者
の

相
談
窓
口
と
し
て
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
健
康
福
祉
課
で
様
々
な
社

会
保
障
制
度
に
基
づ
き
対
応
し
て

い
ま
す
。

8須恵町議会だより№212　令和元年 8月 5日発行

6

月

定

例

会

一
般
質
問

対
談
︵
青
少
年
指
導
員
会
︶

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議

会

あ

れ

こ

れ

一
般
質
問

9 須恵町議会だより№212　令和元年 8月 5日発行

6

月

定

例

会

一
般
質
問

対
談
（
青
少
年
指
導
員
会
）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議

会

あ

れ

こ

れ

町
長
報
告
　
平
松
秀
一 

町
長

教
育
行
政
報
告
　
安
河
内
文
彦 
教
育
長

こ
れ
か
ら
の
事
業

障
が
い
児
等
保
育
助
成
事
業

　
近
年
、
特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。
町

内
ど
の
認
可
保
育
施
設
に
お
い
て
も
、

障
が
い
児
等
の
受
け
入
れ
に
対
す
る
補

助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
早
急

に
実
施
要
綱
を
見
直
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
施
設
の
負
担
軽
減
を

図
り
、
受
け
入
れ
し
や
す
い
環
境
を
整

備
し
ま
す
。

町
立
認
定
こ
ど
も
園
等
民
営
化
検
討

　
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
や
多
様
化
し
て
い
く
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
を
第
一
義
に

考
え
た
上
で
、
町
の
財
政
負
担
を
軽
減

す
る
施
策
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

　
早
急
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
町

立
の
保
育
園
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
た

だ
き
、
民
営
化
に
つ
い
て
の
結
論
を
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

造
血
細
胞
移
植
後
の
任
意
接
種
費
用
助

成
制
度

　
白
血
病
等
の
血
液
の
が
ん
に
対
し
て

行
う
治
療
方
法
に
骨
髄
移
植
等
の
造
血

細
胞
移
植
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
治
療
を
受
け
た
場
合
、
以
前
に

受
け
た
予
防
接
種
の
免
疫
力
が
低
下
し

た
り
、
消
え
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
再

度
予
防
接
種
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
の
接
種
費
用
の
助
成
で
す
。

福
岡
地
区
水
道
企
業
団
協
定
水
量
内
水

量
の
融
通

　
福
岡
地
区
水
道
企
業
団
の
構
成
団
体

で
あ
る
春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団
で

は
、
原
水
の
不
足
を
補
う
た
め
、
同
じ

く
構
成
団
体
の
筑
紫
野
市
と
古
賀
市
よ

り
協
定
水
量
の
一
部
を
融
通
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
雨
傾
向
に
よ

り
筑
紫
野
市
か
ら
の
融
通
が
困
難
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
町
に
相
談
が
あ

り
、
可
能
な
限
り
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
定
契
約
で
は
、
当
町
が
水
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
契
約
を
破
棄

で
き
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

平松 秀一  町長

有
能
な
駒
か
ら
賢
明
な
指
し
手

平
成
30
年
度
の
主
な
取
り
組
み

○ 「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
「
丁
寧
に

鍛
え
る
」
教
育
の
推
進

　
園
・
小
学
校
・
中
学
校
や
家
庭
と
地
域

な
ど
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
教
育

施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応

　
適
応
指
導
教
室
（
や
ま
も
も
ル
ー
ム
）

の
効
果
的
な
運
営
の
た
め
、
運
営
協
議

会
を
年
２
回
開
催
し
、
引
き
続
き
、
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
学
力
向
上
の
取
り
組
み

　
学
力
向
上
検
証
委
員
会
で
、
小
・
中

別
に
教
科
ご
と
に
部
会
を
開
き
、
小
学

校
で
は
４
～
６
年
の
学
年
主
任
を
加

え
、
各
校
で
組
織
的
な
取
り
組
み
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
教
育
施
策

　
決
ま
っ
た
こ
と
を
着
実
に
行
い
、
学

習
を
進
め
る
能
力
（
有
能
な
駒
）
に
加

え
、
自
ら
考
え
判
断
し
、
創
造
的
に
「
も

の
・
こ
と
・
ひ
と
」
を
活
用
し
て
主
体
的

に
学
習
を
進
め
て
い
く
能
力
（
賢
明
な

指
し
手
）
を
持
っ
た
人
の
育
成
を
目
指

し
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
多
難
な
時
代

を
生
き
抜
い
て
い
く
に
は
「
指
示
待
ち

で
は
な
く
、
創
意
工
夫
で
き
る
主
体
的

な
能
力
が
不
可
欠
」
と
考
え
ま
す
。

〇
学
力
向
上
に
む
け
て

　
町
の
支
援
員
や
保
護
者
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
小
学
校
３
・
４
年
生
で
学
習

に
つ
い
て
い
け
な
い
児
童
に
対
し
、
放

課
後
な
ど
の
時
間
を
使
っ
て
月
に
２
回

補
充
学
習
を
進
め
る
計
画
で
す
。

〇
須
恵
高
校
と
の
連
携

　
本
年
４
月
に
、
須
恵
高
校
と
連
携
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
高
校
生
が
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ
り
を
深
め
た

り
、
小
中
学
校
へ
の
補
充
学
習
や
行
事

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
本
町
の
児
童
生

徒
の
成
長
を
図
る
と
と
も
に
、
高
校
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
高
揚
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

安河内 文彦  教育長

町
長
・
教
育
長
報
告


